
2009.8.23 ダートラ部会 
 
〇2010 年北海道ダートトライアル選手権クラス区分 (案) 
 
ＪＭＲＣ北海道ダートトライアルチャンピオンシリーズクラス区分 
（ＰＮ、Ｎ、ＳＡ、Ｎ-ＳＡ、ＳＣ、Ｄは地方選手権対象） 
・ ＰＮ部門 

ＰＮ1 クラス：気筒容積 1600ｃｃ以下の 2 輪駆動のＰＮ車両 
・ Ｎ部門 

Ｎ1 クラス：2 輪駆動のＮ車両。 
Ｎ2 クラス：気筒容積 1600ｃｃ以下の 4 輪駆動のＮ車両。 

・ ＳＡ部門 
ＳＡ１クラス：2 輪駆動のＳＡ車両 

・ Ｎ-ＳＡ部門 
ＮＳＡ2 クラス：気筒容積 1600ｃｃを超える 4 輪駆動のＮ車両及び 4 輪駆動のＳＡ車両。 

・ ＳＣ部門 
ＳＣ１クラス：２輪駆動のＳＣ車両 
ＳＣ２クラス：気筒容積 1600ｃｃ以下の 4 輪駆動のＳＣ車両 
ＳＣ3 クラス：気筒容積 1600ｃｃを超える 4 輪駆動のＳＣ車両 

・ Ｄ部門 
クラス区分なし 

・ レディス部門 
Ｌ-1 クラス：気筒容積 2500ｃｃ以下のＮ、Ｂ、ＳＡ車両 
Ｌ-2 クラス：気筒容積 2500ｃｃを超えるＮ、Ｂ、ＳＡ車両 2009 年度と同様 
 

ＪＭＲＣ北海道ダートトライアルジュニアシリーズクラス区分 
・ Ｎ・Ｂ・ＳＡ車両部門 

Ｊ-1 クラス 気筒容積 1600ｃｃ以下の 4 輪駆動のＮ、Ｂ、ＳＡ車両 
Ｊ-2 クラス 気筒容積 1600ｃｃ以下の 2 輪駆動のＮ、Ｂ、ＳＡ車両 
Ｊ-3 クラス 気筒容積 1600ｃｃを超える 2 輪駆動のＮ、Ｂ、ＳＡ車両 
Ｊ-4 クラス 気筒容積 1600ｃｃを超える 4 輪駆動のＮ、Ｂ、ＳＡ車両 

・ ＳＣ・Ｄ部門 
ＳＣ・Ｄクラス クラス区分なし 



 
〇2010 年スタッド規定 (案) 
① カップピン仕様 

・ スタッドは市販品である事とし、一切の加工を認めない。 
・ スタッドの本数は、タイヤの外周１０ｃｍあたり２０本を超えてはならない。 
・ 中空、または円柱状で、接地面は扁平でなければならない。 
・ フランジの最大外形は１２ｍｍとする。 
・ 長さは１８ｍｍ以下とする。 
・ スタッドは、タイヤの外部から取り付けられていなければならない。 

② ピン仕様 
・ スタッドは中実、円筒状、平らな切断面でなけれ

ばならない。 
・ すべての切断面は、真円でなければならない。 
・ いかなる部分でも、管状であってはならない。 
・ スタッドの胴体は均質でなければならず、どうあ

っても管状や穴状ではならない。 
・ フランジの最大外形は９ｍｍとする。 
・ 金属コアの最小外形は２．５ｍｍとし、円筒状で

均質で平らな切断面でなければならない。 
・ 長さは２０ｍｍ以下とする。 
・ 重さは４ｇ以下とする。 
・ スタッドは、タイヤの外部から取り付けられてい

なければならない。 
・ スタッドの本数は、タイヤの外周１０ｃｍあたり

２０本を超えてはならない。 
 


